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新山優子 :熊本市江津湖の?菜類

江津i初は熊本rli内南東部に位置する (図 1)。今から約400
年ほど前，力[1勢川沿いにあった沼沢地の西側に加藤清正に

よって堤防が築かれてできた河川iliJJである(図2)。豊富な湧

水にはじまる清流には水鳥が飛来し，夏には蛍が抑う憩いの

場として，江津湖は長く熊本市民に親しまれてきた。江津iMJ

の湧水の温度は，年間を通じて約 17-IS
OCを保っている。また

湧水の査は例年4-6月に少なく 9-10月に多いものの，梅雨期

や台風などの降雨量によって毎年少しずつ異なる。現在，熊

本市の人口は60数万人を越えており ，都市化の進行に伴って

江津湖の湧水量は相当減って しま った(江主Ik湖研究会 1991)。

またヘドロがたまって水深が浅くなると同時に，ヨシ原や在

来の水生動植物は衰退し，オオカナダモやティラピアなどの

外来種が多くなってきている。護岸工事も進み，古い写真に

見られるかつての江津湖とは随分と様変わりしている。

藻類についても顕著な変化が見られる。スイゼンジノ リは

1935 :i:1~頃には，江津ìMのあちこちに生育していた(江津湖研

究会 1991)が，今で，(;t絶滅が危倶される状態となってしまっ

た。江津湖研究会の馬場美代子氏によると，シヤジクモやカ

ワモズクもかつては豊富だったそうだが，現在では全く 見ら

れない。しかしながら，スイゼンジノリに関することを|徐け

ば，これまで、江津湖lのi菜類柱l全般に閲する調査研究は行われ

ていなかった。筆者は 1994年から 1996年にかけて，主とし
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図 l 江津湖!の{立世

企は ±七な採集j也，~'. . JRおよび熊本市屯路線を示す

て上江津iM東i!!lJの湧水域て7菜類を採集 し観察した。都市化に

よって急速に変化している江津湖の藻類種の現況を記録する

ことが急務と考え， ここに観察結果を報告する。

試キ|は生きたままか固定した状態で光学顕微鏡による観察

を行った。表 lに江津iilJJで、観察された藻類の一覧表を示す。

紅藻類のうち，Hildenbrandia ril'ularisは上江津湖各所の岩

や石に着生していた。通年観察され岩または石全体が紅色

を呈していることも多かった。1990年頃までは，オオイシソ

ウが繁茂していた(江津iMJ研究会 1991)が以後消失し，本調

査中には確認できなかった。 しかし， 1994年に採集した

Cladophora glomel百IBの試料中に Compsopogonの小さな藻体

が僅かに混在していることを最近になって確認した。

緑i~~では ， 1994年秋に健軍川からの流入部で CJadophora

glomerataが繁茂しているのを観察した。しかし，その後に行

われた護岸工事以来，この程が繁茂することはなかった。水

量が多く流れの速い所には Rhizoc/onillmhieroglyphiclImが通

年観察された。これにはSpirogyraspp.が混在していた。また

I勇7J<.音1¥近くの流れがほとんどない浅瀬には 10月から 12月に

かけてHydrodictyonreticlIlatumやScenedesmllsspp.が繁茂して

いた。SpirogyraおよびOedogonillmは生殖細胞が観察できず，

種の同定まではできなかった。

指緑色藻類の Tribonema1'1I1gareは 1995年 12月に大量に繁

茂しているのを観察したが，それ以外の時期には小さな藻体

の生育を稀に確認したに過ぎない。

fii誌は最も多くの種知が観察された。特に多かったのは

Achnanthes lanceolata var. lanceolata， Fragilaria brevistriata， 

Me/osira varians， Nitschia amphibia， Nitschia pa/ea等だった。珪

藻は大~I;i込類.7]<.草 - コケお よ び岩 - 石 ・ コンク リ ート設一岸

に若生するだけでなく，底泥上に著しく繁茂し， また浅瀬で

は茶色の大きなキiil様の塊を形成して浮遊しているのが観察さ

れた。

図2 判I水 (く わみず)JtJ:'1I場付近。i勇水池のひとつ。季節によって
出現純が異なるが、アミミド口、 Triboncma、珪i菜類、 Sccncdcsmusな

どが多数出現したぬ所。
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表I 熊本市江津湖の藻類

Cyano.Pyceae 

Komvophoro.叩sp.

Oscillaωlriaspp. 

Synechocystis aquatilis Sauvageau 

XenococαlS yonedae Umezaki & M.Watanabe 

Rho.do.phyceae 

Audouinella chalybea (Ro.th) Bo.ry 

Co叩1fJ.叩'[logoncoeruleus (Balbis) Mo.ntagne 

Hi1denbrandia rivularis (Liebman) J.Ag. 

Chlo.rophyceae 

Chaeω叩orphaokamurai Ueda 

αadoph捌 glomerata(L.) K首位.
Clo叩iop加畑pulmosa(Kutz.) Bo.urre11y 

白'smariumsp. 

Hydrodict)側 reticulatum(L.) Lagerhaim 

O也dogomiumsp. 

RhizocJonium hierogl)例icum(C.Ag.) Kutz. 

Scenedesmus arcuatus Lemmermann v紅 .arcuatus 

S. eco.叩is(Ralfs) Cho.dat var. eco叩is

Spirogyra spp. 

TetJ百四:pOI冨gelatinosa(Vaucher) Desvaux 

T. lubrica (Ro.th) C.Ag. 

Xanto.phyceae 

Tribonema vulgare Pascher 

Bacillario.phyceae 

Achnanthes lanceolata (Breb.) Grun. var. lanceolata 

A. lanceolata var. dubia Grun. 

A. sp. 

Amp必oracopulata (Ku包.)Schoeman et Archibald 

A. inaeriensis Krammer 

Caloneis si1icula (Ehr.) Cleve 

Cocconeis placentula Ehr. var. lineata (Ehr.) Van Heurck 

Coscinodiscus lacustris Grun. 

Cymbella affinis Kutz. 

C. aspera (Ehr.) Pera伊110.

C. heb.吋'dica(Grun.) Cleve 

C. mesiana Cho.lnoky 

C. si1enciaca Bleish 
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C. tumida (Breb.) Van Heurck 

Diploneis elliptica (Kutz.) Cleve 

Eunotia pectina1is (Kutz.) Rabh. var. minor (Kutz.) Rabh. 

Fragilaria brevistriata Grun. 

F. capucina Desmazier四 var.vaucheriae (Kutz.) Lange-Bertalot 

丹'Ustriavulgaris ('日waites)DeTo.ni 

Gomphonema angustatum (Kutz.) Rabh. 

G. auger Ehr. 

G. clevei Fricke 

G. gracile Ehr. 

G. parvurum Ku包.

G. tJ'Uncatum Ehr. 

Hantzschia amphioxyis (Ehr.) Grun. 

Melosira varians C.Ag. 

M.aJ官'nariaMo.o.re 

Navicula baci11um Ehr. 

N. cJementis Grun. 

N. cIYlロt町.ephalaKutz. 

N. cryptotenella Lange-Bertalot 

N. decussis Oestrup var. decussis 

N. gI官~gariaDo.nkin 

N. menisculus Schumann 

N. pupula Kutz. var. pupula 

N. radiosa Kutz. 

N. reinhardii Grun. 

民 saxophilaBo.ck ex Hustedt 

N. subrhyncocephala Hustedt 

Neidium binodis (Ehr.) Hustedt 

Nitzchia amphibia Grun. 

N. dissipata (Kutz.) Grun. var. diss伊a飽

N. gracilis Hantzsch 

N.linearis (C.Ag.) W.Smith 

N. palea (Kutz.) W.Smith 

Rhopalodia gibba (Ehr.) O.Mu11er var. gibba 

Surirella barrowcJiffia Do.nkin 

S. tenera Gregory 

Synedra ulna (Nitzsch) Ehr. 
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